	資料名
	正義を考える
12．わたしのせいじゃない
	内容項目
	４-(3)　正義，公正･公平
	７月

	
	
	出典
	みんなで生き方を考える道徳 ２年
	

	ねらい
	人々が安心して暮らせる公平な平和な世界を願い，進んでその実現に努めようとする心情を養う。

	
	


授業の展開例
	
	学習活動（主な発問・予想される生徒の反応）
	指導上の留意点

	導
入
展
開
終
末
・
発
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	1. 資料「わたしのせいじゃない」を読み，最後のページの写真が，どのような状況のものなのか，簡潔に説明する。
	○　核実験・酸性雨（環境破壊）・飢餓の写真。


	
	2. 子どもの言葉に着目して考える。
(1)それぞれの子どもたちの言葉から，どんなことを感じたか，話し合ってみよう。
①「学校のやすみじかんに あったことだけど　わたしのせいじゃないわ」。どんな状況だったのか，考えてみよう。
②「ぼくはこわかった　なにもできなかった　みているだけだった」「おおぜいでやってたのよ　ひとりではとめられなかった　わたしのせいじゃないわ」。何があったのか，どんな雰囲気だったのか，考えてみよう。
③「自分のせいじゃないか　その子が　かわってるんだ　ほかの子はみんな　ふつうなのに」「ひとことも　しゃべらなかった　ぼくたちを　みつめていただけだった　さけべばいいのに」。「その子」の気持ちはどんな風だったのだろう。
④「たたいても　わたしは　へいきだった　みんな　たたいたんだもの　わたしのせいじゃないわ」。この子どもの気持ちはどのようなものなのか，考えてみよう。
(2)最後の写真に，５人の子どもの言葉を当てはめてみよう。
	○　できごとの具体的な状況をとらえさせる。知っていながら何もしないでいる人や，感じようとしないでいる人も影響していることに気づかせる。
○　できごとに気づいていながら，何もしないでいる人の気持ちを考えさせ，なぜそうなるのか，その原因も気づかせたい。
○　「その子」の心情を考えさせたい。
○　正しい気持ちや公平な気持ちを起こさずにいることが恐ろしい事態を招いていることを理解させたい。
○　迫害を行うときの人々の状況のおかしさに気づかせる。
○　地球上に起きている迫害や貧困などがどのような状況で行われるのか理解させる。


	
	3. 最後の写真を見て感じたことを確認し合う。
○最後の写真を見て感じたことを，話し合ってみよう。

	○　現在，地球上に存在する戦争・紛争・貧困などが相当な数の児童の生命を奪っていること，そのために援助活動を行っている沢山の人たちがいることなどに触れる。

	
	4. この資料を読んで学んだことが，今後の自分の生き方とどうかかわるかを話し合う。
	○　公正公平な世界は，地球上のみんながかかわってつくっていくものだということをとらえさせる。


